
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
都
市
封
鎖

（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
）な
ど
の
厳
し
い
外
出
規
制
で
対
応

し
た
欧
州
の
経
済
は
、
急
激
か
つ
大
幅
に
落
ち
込
む

見
通
し
だ
。
欧
州
委
員
会
は
５
月
６
日
に
公
表
し
た

「
春
季
経
済
見
通
し
」
で
、
２
０
２
０
年
の
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
を
、
Ｅ
Ｕ
２７
カ
国
で
マ
イ
ナ
ス
７
・
４
％
、
ユ

ー
ロ
圏
で
同
マ
イ
ナ
ス
７
・
７
％
と
し
た
。
緩
や
か

な
拡
大
を
予
測
し
た
２
月
１３
日
公
表
の
前
回
見
通
し

か
ら
大
き
く
下
方
修
正
さ
れ
た
。

５
〜
６
月
に
は
外
出
規
制
の
段
階
的
な
緩
和
が
進

ん
だ
こ
と
で
、
７
〜
９
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
プ
ラ
ス
に

転
化
し
そ
う
だ
が
、
問
題
は
そ
の
後
だ
。
欧
州
諸
国

は
、
外
出
規
制
の
影
響
が
恒
久
的
な
ダ
メ
ー
ジ
と
し

て
残
ら
な
い
よ
う
、
企
業
や
家
計
の
破
綻
、
雇
用
喪

失
を
防
ぐ
財
政
措
置
を
異
例
の
規
模
と
ス
ピ
ー
ド
で

決
め
た
。そ
れ
で
も
、感
染
拡
大
の
「
第
２
波
」、「
第

３
波
」
の
警
戒
を
怠
れ
な
い
段
階
で
は
、
家
計
の
行

動
は
慎
重
化
し
や
す
い
。「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ

の
適
応
を
求
め
ら
れ
る
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
、
設
備
投
資
や
雇
用
の
意
欲
は
盛
り
上
が
り
難

い
。新

型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
た
世

界
は
、
感
染
拡
大
抑
制
の
た
め
の
危
機
対
応
の
段
階

か
ら
、
ウ
イ
ル
ス
と
共
生
し
つ
つ
経
済
を
再
起
動
す

る
段
階
に
進
み
、
感
染
拡
大
収
束
後
の
経
済
復
興
段

階
に
向
か
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
て
、
大
胆

か
つ
慎
重
で
、
協
調
的
な
政
策
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

Ｅ
Ｕ
、
と
り
わ
け
通
貨
と
金
融
政
策
を
共
有
す
る

ユ
ー
ロ
圏
で
は
、
協
調
的
な
政
策
が
不
可
欠
だ
。
ユ

ー
ロ
圏
は
、
世
界
金
融
危
機
後
、
圏
内
に
債
務
危
機

が
拡
大
、「
二
番
底
」
と
長
期
不
況
に
陥
っ
た
。
コ

ロ
ナ
危
機
後
も
、
財
政
や
産
業
基
盤
の
脆
弱
な
国
が
、

景
気
の
悪
化
と
金
融
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
化
、
財
政

の
信
認
低
下
の
悪
循
環
に
陥
り
、
ユ
ー
ロ
や
Ｅ
Ｕ
の

存
在
を
脅
か
す
リ
ス
ク
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
政
策
対
応
に
見
る

圏
内
の
格
差

Ｅ
Ｕ
は
、
す
で
に
コ
ロ
ナ
危
機
対
策
と
し
て
３
・

９
兆
ユ
ー
ロ
、
Ｅ
Ｕ
２７
カ
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２８
・
１
％
、

ユ
ー
ロ
圏
１９
カ
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
３２
・
９
％
相
当
の
経

済
対
策
を
準
備
し
て
い
る
。

既
存
の
対
策
の
８
割
強
は
、
加
盟
各
国
が
実
施
す

る
財
政
措
置
と
流
動
性
支
援
だ
が
、
政
策
対
応
の
規

模
や
内
容
と
、
コ
ロ
ナ
危
機
で
各
国
が
被
る
打
撃
の

政
策
対
応
力
の
格
差
と
求
め
ら
れ
る
政
策
協
調

伊
藤

さ
ゆ
り

い
と
う

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
経
済
研
究
部
研
究
理
事
／
２１
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
委
員
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大
き
さ
は
一
致
し
な
い
。
人
口
あ
た
り
の
死
亡
者
数

や
、
外
出
規
制
の
期
間
や
強
度
、
あ
る
い
は
、
コ
ロ

ナ
危
機
以
前
の
経
済
活
動
や
雇
用
の
水
準
、
最
も
深

刻
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
観
光
業
へ
の
依
存
度
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
見
て
、
コ
ロ
ナ
危
機
の
打
撃

は
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
で
大
き
い
。
他
方
、
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
で
最
も
大
規
模
な
財
政
措
置
を
準
備
し
て
い

る
の
は
財
政
余
地
が
大
き
い
ド
イ
ツ
だ
。
イ
タ
リ
ア

は
、
流
動
性
支
援
も
含
め
た
政
策
全
体
の
規
模
は
、

ド
イ
ツ
に
匹
敵
す
る
が
、
信
用
収
縮
阻
止
の
た
め
の

銀
行
融
資
へ
の
政
府
保
証
な
ど
流
動
性
支
援
と
税
・

社
会
保
険
料
の
支
払
い
猶
予
な
ど
の
割
合
が
高
い
。

政
府
保
証
は
、
財
政
赤
字
の
拡
大
に
は
直
結
せ
ず
、

支
払
い
猶
予
の
場
合
は
、
財
政
へ
の
影
響
は
一
時
的

だ
。
財
政
余
地
の
乏
し
い
イ
タ
リ
ア
で
も
実
施
し
や

す
い
が
、
家
計
や
企
業
に
と
っ
て
支
払
い
猶
予
に
よ

る
負
担
軽
減
は
一
時
的
で
あ
り
、
政
府
保
証
は
対
象

企
業
の
破
綻
な
ど
の
場
合
に
財
政
負
担
が
発
生
す
る
。

コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
の
回
復
に
手
間
取
れ
ば
、
財
政
の

持
続
性
へ
の
懸
念
が
深
ま
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

５
４
０
０
億
ユ
ー
ロ
の

危
機
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ

Ｅ
Ｕ
の
対
策
に
は
、
各
国
の
政
策
対
応
力
の
格
差

を
埋
め
る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の
規
模
は
既

存
の
対
策
の
２
割
以
下
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
中
核
が
、

４
月
の
ユ
ー
ロ
グ
ル
ー
プ（
ユ
ー
ロ
圏
財
務
相
会
合
）

で
合
意
し
、
首
脳
会
議
が
承
認
し
た
５
４
０
０
億
ユ

ー
ロ
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
。

５
４
０
０
億
ユ
ー
ロ
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
国
、

雇
用
、
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
３
つ
の
安
全

網
か
ら
な
る
。
国
の
安
全
網
と
し
て
、
ユ
ー
ロ
圏
の

債
務
危
機
を
き
っ
か
け
に
常
設
化
さ
れ
た
欧
州
安
定

メ
カ
ニ
ズ
ム（
Ｅ
Ｓ
Ｍ
）に
、
２
４
０
０
億
ユ
ー
ロ
の

特
別
与
信
枠
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
危
機
支
援
」
を
新
設

す
る
。
雇
用
の
安
全
網
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
が
加
盟
各
国

の
国
民
総
所
得（
Ｇ
Ｎ
Ｉ
）に
応
じ
た
保
証
を
裏
付
け

と
し
て
市
場
で
資
金
調
達
を
行
い
、
支
援
を
希
望
し

た
国
に
、
最
大
１
０
０
０
億
ユ
ー
ロ
の
長
期
低
利
融

資
を
行
う
「
失
業
リ
ス
ク
軽
減
の
緊
急
枠
組
み（
Ｓ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
）」
を
創
設
す
る
。
企
業
に
対
す
る
安
全
網

と
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
の
政
策
金
融
機
関
で
あ
る
欧
州
投

資
銀
行（
Ｅ
Ｉ
Ｂ
）グ
ル
ー
プ
が
、
加
盟
国
か
ら
の
出

資
比
率
に
応
じ
た
保
証
に
よ
り
２
５
０
億
ユ
ー
ロ
の

「
汎
欧
州
保
証
基
金
」
を
創
設
、
２
０
０
０
億
ユ
ー

ロ
の
流
動
性
供
給
に
活
用
す
る
。

５
４
０
０
億
ユ
ー
ロ
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
特
に
、

Ｅ
Ｓ
Ｍ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
危
機
支
援
と
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
の

特
筆
す
べ
き
点
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
の
既
存
の
支
援
の
枠
組

み
と
異
な
り
、
財
政
緊
縮
な
ど
の
厳
し
い
条
件
を
求

め
な
い
こ
と
だ
。
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
協
議
す
る
過

程
で
は
、
高
水
準
の
政
府
債
務
を
抱
え
る
潜
在
的
な

被
支
援
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
な
ど
「
南
部
欧
州
」
が

条
件
の
な
い
寛
容
な
支
援
を
主
張
、
潜
在
的
支
援
国

で
財
政
規
律
を
重
視
す
る
「
北
部
欧
州
」
が
条
件
付

き
の
支
援
を
主
張
し
て
対
立
し
た
が
、
最
終
的
に
、

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
危
機
支
援
」
は
「
医
療
、
治
療
、

予
防
の
コ
ス
ト
」、
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
は
「
時
短
給
付
金
制

度
や
そ
れ
に
相
当
す
る
雇
用
維
持
の
枠
組
み
の
強
化
、

新
設
」
に
充
当
す
る
と
い
う
使
途
制
限
を
付
け
る
こ

と
で
妥
協
が
成
立
し
た
。

国
と
雇
用
の
た
め
の
無
条
件
の
枠
組
み
の
新
設
は
、

ギ
リ
シ
ャ
に
端
を
発
す
る
債
務
危
機
と
は
違
う
ア
プ

ロ
ー
チ
を
取
る
と
い
う
意
思
表
明
と
し
て
重
要
だ
。

し
か
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
危
機
支
援
も
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

の
利
用
も
ど
こ
ま
で
伸
び
る
の
か
、
危
機
の
影
響
緩

和
に
十
分
な
効
果
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
は
不

透
明
だ
。
と
も
に
融
資
の
枠
組
み
で
あ
り
、
ド
イ
ツ

の
よ
う
に
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
低
く
、
強
固
な
雇
用

維
持
の
枠
組
み
を
備
え
て
い
れ
ば
、
利
用
す
る
必
要

は
な
い
。
他
方
、
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
割
高
な
国
は
、

資
金
調
達
コ
ス
ト
の
軽
減
や
調
達
経
路
多
様
化
の
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
は
期
待
で
き
る
が
、
支
援
要
請
と
い
う

「
ス
テ
ィ
グ
マ（
汚
名
問
題
）」
を
埋
め
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
に

つ
い
て
は
、「
時
短
給
付
金
制
度
や
そ
れ
に
相
当
す

る
雇
用
維
持
の
枠
組
み
」
を
そ
も
そ
も
備
え
て
い
な

い
国
も
あ
る
。
危
機
対
応
と
し
て
十
分
な
規
模
、
速
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度
で
利
用
で
き
る
の
か
は
不
透
明
だ
。

結
果
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
危
機
で
も
、
欧
州
中
央
銀

行（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）は
、
よ
り
柔
軟
に
国
債
等
を
買
い
入
れ

る
資
産
買
い
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
て
「
自

己
実
現
的
な
悪
い
均
衡
」
を
阻
止
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
危
機
と
の
闘
い
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が

最
前
線
に
立
つ
こ
と
は
難
し
い
。

圏
内
の
政
策
対
応
力
の
格
差
を
埋
め
、
ユ
ー
ロ
を

守
る
た
め
に
は
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
財
政
面
で
の
協

調
が
必
要
だ
。

復
興
基
金
の
行
方

財
政
面
で
の
協
調
の
試
金
石
と
し
て
注
目
さ
れ
る

の
が
現
在
進
行
中
の
復
興
基
金
の
議
論
だ
。
５
４
０

０
億
ユ
ー
ロ
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
危
機
対
応
に
照

準
を
合
わ
せ
た
も
の
だ
が
、
復
興
基
金
は
経
済
の
再

起
動
か
ら
復
興
の
段
階
に
対
応
す
る
。
単
に
景
気
を

浮
揚
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ

ル
化
、
格
差
是
正
と
い
う
Ｅ
Ｕ
の
優
先
課
題
へ
の
取

り
組
み
を
促
す
ね
ら
い
も
あ
る
。

欧
州
委
員
会
は
、
５
月
２７
日
、
復
興
基
金
の
議
論

の
た
た
き
台
と
し
て
７
５
０
０
億
ユ
ー
ロ
の
時
限
的

な
枠
組
み
「
次
世
代
の
Ｅ
Ｕ（
以
下
、基
金
と
表
記
）」

を
、
１
・
１
兆
ユ
ー
ロ
の
２１
〜
２７
年
の
Ｅ
Ｕ
予
算
の

新
た
な
中
期
枠
組
み（
Ｍ
Ｆ
Ｆ
）と
合
わ
せ
て
提
案
し

た
。
基
金
は
、
Ｅ
Ｕ
が
、
Ｍ
Ｆ
Ｆ
へ
の
加
盟
国
の
財

源
拠
出
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
裏
付
け
と
し
て
市
場

で
資
金
を
調
達
し
、
５
０
０
０
億
ユ
ー
ロ
を
返
済
不

要
の
補
助
金
、
２
５
０
０
億
ユ
ー
ロ
を
融
資
と
し
て

配
分
す
る
。

復
興
基
金
に
つ
い
て
は
、
欧
州
委
員
会
の
提
案
の

前
か
ら
、
制
度
設
計
を
巡
る
加
盟
国
間
の
見
解
の
相

違
が
表
面
化
し
て
い
た
。
潜
在
的
な
被
支
援
国
で
あ

る
「
南
部
欧
州
」
は
補
助
金
を
求
め
、
欧
州
委
員
会

の
提
案
に
先
立
ち
共
同
案
を
公
表
し
た
ド
イ
ツ
と
フ

ラ
ン
ス
も
補
助
金
を
支
持
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
北
部
欧
州
」
は
、
市
場
で
調
達
す
る
資
金
は
、
融

資
と
し
て
配
分
す
べ
き
と
主
張
し
、
対
案
を
示
し
た
。

欧
州
委
員
会
の
５
０
０
０
億
ユ
ー
ロ
を
補
助
金
、
２

５
０
０
億
ユ
ー
ロ
を
融
資
と
い
う
提
案
は
両
案
を
組

み
合
わ
せ
て
大
型
化
し
た
も
の
だ
。
欧
州
委
員
会
案

で
は
、
補
助
金
の
う
ち
３
１
０
０
億
ユ
ー
ロ
は
、
グ

リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
改
革
・
投
資
を
支
援
す

る
枠
組
み
と
し
て
配
分
す
る
。
こ
の
枠
組
み
で
の
最

多
受
け
取
り
可
能
額
は
、
イ
タ
リ
ア
が
６
８
４
・
８

億
ユ
ー
ロ
で
最
も
多
く
、
ス
ペ
イ
ン
が
６
６
５
・
８

億
ユ
ー
ロ
で
続
く
。
こ
の
２
カ
国
で
全
体
の
４
割
を

占
め
る
。
こ
の
金
額
は
、
両
国
が
、
こ
れ
ま
で
に
コ

ロ
ナ
危
機
対
策
と
し
て
用
意
し
た
財
政
措
置
の
規
模

を
上
回
る
。
補
助
金
の
配
分
は
、
人
口
、
一
人
当
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
失
業
率
な
ど
か
ら
算
出
す
る
た
め
、
南

欧
と
中
東
欧
に
厚
く
、「
北
部
欧
州
」
が
支
え
る
構

図
だ
。

基
金
の
稼
働
に
は
、
Ｍ
Ｆ
Ｆ
と
と
も
に
首
脳
会
議

で
全
会
一
致
す
る
必
要
が
あ
る
。
欧
州
議
会
の
同
意
、

Ｍ
Ｆ
Ｆ
へ
の
財
源
拠
出
に
つ
い
て
の
全
加
盟
国
で
の

議
会
の
承
認
も
要
す
る
。
欧
州
委
員
会
は
、
２
０
２

１
年
初
め
か
ら
の
Ｍ
Ｆ
Ｆ
の
始
動
の
た
め
に
、
７
月

ま
で
の
首
脳
会
議
で
政
治
合
意
を
求
め
て
い
る
が
、

基
金
の
規
模
、
補
助
金
と
融
資
の
バ
ラ
ン
ス
、
補
助

金
の
利
用
条
件
、
調
達
し
た
資
金
の
返
済
方
法
な
ど
、

詰
め
る
べ
き
点
は
多
い
。
Ｅ
Ｕ
議
長
国
が
ド
イ
ツ
に

代
わ
る
７
月
以
降
に
調
整
が
持
ち
越
さ
れ
る
可
能
性

は
十
分
あ
る
。

加
盟
国
間
で
妥
協
の
余
地
を
探
っ
た
結
果
、
基
金

の
規
模
の
縮
小
や
、
配
分
の
見
直
し
、
補
助
金
の
利

用
条
件
の
厳
格
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
期
待
さ
れ
た
効

果
が
発
揮
で
き
な
い
リ
ス
ク
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
コ
ロ
ナ
危
機
と
い
う
欧
州
統
合
に
と

っ
て
の
最
大
の
試
練
を
前
に
、
Ｅ
Ｕ
が
仲
介
す
る
資

金
が
、
一
時
的
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
巨
額
化

し
、
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
格
差
是
正
と
い

う
政
策
課
題
の
遂
行
に
方
向
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
危
機
を
き
っ
か
け
と
す
る
Ｅ
Ｕ
の
変
化
が
、

日
本
と
世
界
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の

か
注
目
し
た
い
。
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